
で以上に現場を多忙にしている状況です。

新指導要領では、「総則」の道徳教育の目

標に｢わが国と郷土を愛し･･･｣と明記さ

れ、小学校音楽では｢『君が代』を歌える

ように指導すること｣を義務付けていま

す。実際、今年の小学校低学年の国語教

科書に「読み聞かせ教材」として戦前皇

国史観を植えつけるのに利用された神話

「いなばのシロウサギ」が登場するなど、

道徳教育・愛国心教育が強化されていま

す。私たち教育労働者に対しても指導が

強制されてくることは明らかではないで

しょうか。 

八重山の公民教科書採択問題はこの「愛

国心の涵養」を徹底するためであり、与

那国への自衛隊配備の動きと根をひとつ

にするものだと思います。 

また、予断を許さないのが辺野古新基

地建設問題など平和の問題です。日米安

保を重要視する野田政権は、この間の「日

米合意」の履行のため「環境影響評価書」

を提出し、美しい辺野古の海の埋め立て

を強行する腹つもりです。私たちは「教

え子を再び戦場へ送らない」ために、憲

法改悪を許さないために、取り組みを強

化しなければ、同じ過ちを繰り返すこと

になってしまいます。さらには、厳しく

なる一方の学校現場の状況を改善し働き

甲斐のある職場つくり、暮らしやすい社

会を創るため団結を強化していきましょ

う。 

 
 
沖縄県の教職員の仲間の皆さん！ 
２０１２「新春の集い」連帯の

メッセージ 
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      沖教組那覇支部 

      執行委員長 宮城 達 

  ２０１２年新年、おめでとうござ

います。 

３．１１大震災と原発事故はこの国

の政治･社会のあり方を大本から変え

なければ未来はないことを提起しまし

た。自公政権から連なる民主党連立政

権の実行しつつある政策すら、大企業

の姿勢とともに国民の生命、安全、暮

らしを崩壊に導く元凶になりつつあり

ます。さらに八重山教科書問題は普天

間基地、教科書問題等でのオール沖縄

に分断の楔を打ち込む大がかりな謀略

的攻撃であることも明らかになりまし

た。 

 今年こそ、「構造改革ＮＯ－！」「教

育改革ストップ！」の二つの闘いとと

もに、県民と固く連帯し、この国のあ

り方を根本から変革していく、論議と

闘いの元年にしていこうではありませ

んか！ 

沖縄の全教職員の仲間の健康の祈願と

ともに、那覇支部よりの固い連帯を送

ります。 

 

 

沖 
強固な「絆」で 
   力強く前進を！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沖教組宮古支部執行委員長 
池 村 博 和 

                             

 新年、明けまして、おめでとうご

ざいます。2012 年が、組合員一人ひ

とりにとって、実り多く充実した一

年になる事を、心よりお祈り致しま

す。 

 さて、昨年度のトップニュースに

あげられる東日本大震災は、私達に

多くの課題を突き付け、この国の歪

みや矛盾を一挙にさらけ出しまし

た。何も解決できない、前に進むこ

とすらできない無用の長物と化した

政治。脆弱な危機管理能力が露呈し、

公開された情報の信憑性は失われ、

国民を不安に陥れるだけで未だに復

興の糸口すら見いだせていないのが

現状です。重要課題はすべて先送り

し、正面切って向き合おうとしない

体質。此の期に及んで何を言うかで

あり、この国の行く末を憂えずには

いられません。 

 しかし、そのような社会的状況の

中で光明があるとすれば、人と人と

の繋がりの重要性が再確認されたこ

とではないでしょうか。被災者を励

まし、生きる勇気、希望を与えてく

れたのは、多くのボランティアであ

り、コミュニティー（地域社会・共

同体）の強さ、支えでした。去年の

世相を表す漢字に「絆」が選出され

た理由は、このことが大きく反映さ

れていると思います。 

 この、人と人の繋がりつまり「絆」

は、去年一年間だけの漢字ではなく、

私達の未来に向けてのキーワードに

なるような気がします。戦後の高度

経済成長による繁栄の中で、物質的

欲求や利便性を追究し手に入れた多

くのものと引き替えに、失った大事

なものが「絆」でした。そのため、

破綻しかけている国や地方、その他

あらゆる組織の再生には、人と人と

の「絆」を取り戻すことが大前提に

なると思います。 

 ところで、宮古島市では、有ろう

事か、学校統廃合により地域コミュ

ニティーを壊そうとしています。宮

古島市の学校は、コミュニティース

クールとしての機能を十分に果たし

ているため、統廃合に係る地域は全

て反対です。沖教組宮古支部は、地

域と連帯しながら、 

学校統廃合の白紙撤回まで頑張りた

いと思います。 

 最後に、沖縄県教職員組合が、2012
年に向けて、強固な「絆」で結ばれ

た組合員の集合体として、力強く前

進することを祈念致します。本部、

各支部、共に手を携えて頑張ってい

きましょう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

納得できない欠勤届、給与返金 
 山本委員長の挨拶にもありますが、会

計検査院の調査によって指摘された教職

員の「不適切勤務」に対し、欠勤届を出

すようにという指導が教育委員会からな

されています。県は、今後全校に広げる

と言っています。欠勤届を出してしまえ

ば、当然給与の返還要求が来ます。 
 しかし、校長から職専免を正式にもら

って行っているにもかかわらず仕事をし

ていないので給与を返しなさいというの

は、とうてい納得できるものではありま

せん。４年さかのぼるので、金額も数千

円から数万円になる人もいます。 
 金額のこともありますが、何よりこち

らには何の落ち度もないにもかかわらず

まるで不正を行った者から罰金を取るか

のように返金命令がくる、行政や管理者

のミスを下へ押しつける姿勢とも感じら

れます。ここが問題ではないでしょうか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

では、なにができるのか 
 日教組の弁護団からのアドバイスです。 
まず、納得できない、不服であるという

意思表明をしっかりやっておくこと。 
もしも、万が一集団訴訟ということにな

った場合、大きな証拠になります。 
 異議申立書の見本が各支部にあります

ので、ご利用ください。 
 行政的な法規に則った対応もちゃんと

あります。公務員の労働条件、処分など

に関する不服申し立ては、人事委員会へ

行うことになります。今回の件は勤務に

関することになりますので「措置要求書」

を出すことになります。これも、支部に

様式がおいてありますのでご利用くださ

い。 
 提出は、学校長を通しても、直接送付で

もかまいませんが必ずコピーを取ってお

きましょう。支部へもコピーを提出して

もらえば交渉の助けになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 内閣府による「子ども家庭省」(仮)の設

置により幼稚園が将来的に教育委員会か

ら切り離されることになりそうです。 
 「幼保一体化」の流れの中、那覇市で

は「こども未来部」、名護市で「こども家

庭部」、沖縄市では「こどものまち推進部」

と国の先取りのような部局再編が行われ

ています。この動きは、今後全県に広が

ることが予想されます。 
 何が問題かというと、幼稚園の先生方

の教育公務員としての地位や身分が不安

定になるおそれがあるのです。それは同

時に幼稚園教育の危機でもあります。特

に沖縄県では、幼稚園教育が他県と違う

形で独自に発展して来た歴史があります。

幼稚園の「準義務教育化、無償化」を目

指し、私たちは、当局としっかり話し合

いを重ねていく必要があります。 
 

あけましておめでとうございます。 

 私たちは、組合員のみなさんとともにあります。 

               本部書記局一同 

 
組合員限定の子育て介護

支援プログラムを 
開始します。 
 
 子育て、介護真っ最中の方、

又、今後予定されている方、ぜ

ひご利用をお考えください。 
 急に預けなくてはならず困

ったとき、いつでもお助けしま

す。NPO とあなたを組合がつ

なぎます。 
 １時間単位でも使えます。し

かも、半額は組合が援助しま

す。こまったときは、ぜひ組合

へ。 
 

「会計検査院調査にもとづく賃金返還」問題 


